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た分析ソリューションを提供している。
同社では約20年前からPFAS分析に関す

る技術開発に取り組んでいる。PFAS専門の
アプリケーション開発担当者も擁し，飲料水
や包材，幅広い食品ごとの分析メソッドを構
築している。また，グローバル企業としての
ネットワークも生かし，海外の規制動向につ
いても常に最新情報を把握している。優れ
た分析技術と多様なノウハウが基盤にあるた
め，PFAS分析を何から始めればよいかわか
らないユーザーや，海外輸出に向け対策をし
たいといったユーザーに対しても，最適な
分析方法をコンサルティングすることがで
きる。
分析機器としては，高感度なターゲット

分析を行えるトリプル四重極質量分析計
（TQ）や，幅広い有害物質のノンターゲット
分析が可能な四重極飛行時間型質量分析計
（QTOF），またPFASの液体クロマトグラ
フィー分離に適した「Infi nity Ⅲ LC」などを
紹介している。
測定結果と照合することでPFASを推定で
きるライブラリーや，ラボで使用する試薬や
消耗品，機器の一元管理，サンプル受付か
ら結果報告までの一連のPFAS試験ワークフ
ローをガイドする，LES，ELN，LIMSを
統合した次世代のラボ管理ソリューション
「SLIMS」といった製品もラインアップ。ま
た同社ではPFASフリーのカラムや各種消耗
品を取り揃えている。
このほか同社は，PFAS分析に関する情報

発信にも力を注ぐ。ウェビナー，自社ラボを
用いたワークショップは，ユーザーから高い
評価を受けており定期的に開催している。ま
たウェブ上では，PFAS分析に関連するアプ
リケーションノートも複数公開中だ。“PFAS
分析向けサンプル前処理ワークショップ
2026”と題したワークショップを1月28日か
ら＜水道水編＞＜農水産物編＞などと対象試
料を絞った形で開催。詳細は同社ウェブサ

イト上で申し込みを受け付けている。

フッ素樹脂フリーの非粘着・防汚コーティング剤

トップセラリリースFG
奥野製薬工業

奥野製薬工業が開発したフッ素樹脂フリー
の食品器具用非粘着・防汚コーティング剤
「トップセラリリースFG」は，原料にPFAS
を含まないほか，「食品用器具・容器包装の
ポジティブリスト制度」にも準拠している。
フッ素樹脂を含まない食品器具用コーティン
グ剤の製品例が少ないなか，同社はいち早く
製品化に成功し，食品工場での採用に向けた
効果検証を進めている。
トップセラリリースFGは，シリカ系素
材を用いたフッ素フリーのコーティング剤。
使用可能な材料に制約があるなかで，難し
かったフッ素樹脂コーティングと同等の非粘
着性や防汚性，撥水性，撥油性，耐熱性を実
現した。また一般的なフッ素樹脂コーティン
グよりも低温で施工が可能で，コーティング
剤以外の費用も掛からない。
施工方法は，脱脂を施した器具類にスプ
レー塗装し，200℃で30分の熱処理を加える。
従来は乾燥炉での熱処理が必須であったこと
から，器具やミキサーのプロペラなど取り外
し可能な部品のみを対象としていた。しかし，
より大きな装置に対するコーティングの要望
を受け，食品工場現地での施工を視野に検証
を重ねている。今後はホッパーやシュート，
充填機などへの施工も可能となる見込みだ。
また，コーティング膜の耐久性向上について
も日々改良を進めている。
トップセラリリース FGは，食品部門と自

動車等の表面処理剤を開発する表面処理部門
が，異分野のノウハウを掛け合わせて開発し
た。同社が食品分野向けにコーティング剤
を開発したのは今回が初めてとなるが，食品
部門が持つ販路を生かして大手メーカーを中
心に提案を進めている。


